
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
縦フレームと横フレームとが矩形状に配置され、コーナー部でこの縦フレームと横フレー
ムとが連結材を介して連結された枠組と、この枠組の両側面に取り付けられた板材とから
なる扉の構造であって、前記縦フレームと横フレームは断面コ字形の長尺体であり、前記
連結材は、断面が、横フレームまたは縦フレームの断面コ字形の中に内接可能なコ字形で
、このコ字形のウエッブの中央部に溝が設けられた短尺体であり、この溝は、ビスの径よ
り若干小さい距離を隔てた両側の壁とこの両側の壁を連結する底片と、この両側の壁がそ
れぞれ延長された延長壁とからなる断面Ｈ形をしていて、コーナー部近傍の縦フレームま
たは横フレームの断面コ字形の中に連結材が、先端を横フレームまたは縦フレームの断面
コ字形のフランジの長さとほぼ等しい長さだけ突出させて、内接され、この縦フレームま
たは横フレームの断面コ字形のウエッブから連結材の溝の両側壁の中に螺入されたビスで
縦フレームまたは横フレームと連結材とが連結され、この連結材の縦フレームまたは横フ
レームから突出している部分が横フレームまたは縦フレームの断面コ字形の中に挿入され
て、縦フレームまたは横フレームに横フレームまたは縦フレームがほぼ直角に配置され、
この横フレームまたは縦フレームの断面コ字形のウエッブから連結材の溝の延長壁の間に
螺入されたビスで横フレームまたは縦フレームと連結材とが連結されていることを特徴と
する扉の構造。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
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【発明の属する技術分野】
本発明は、玄関扉、間仕切り扉等の回転扉や障子、窓等のスライド扉等の扉の構造に関す
る。特に、玄関扉等のスチール製のフレームを備えた回転扉に好適な扉の構造に関する。
【０００２】
【従来の技術】
従来、扉の構造については種々知られている。
従来のスチール製の扉は、図４に示すように、断面コ字形の長尺体の縦フレーム１０１と
横フレーム１０２を略矩形状に配置し、このコーナーの縦フレーム１０１と横フレーム１
０２の接合部１０３を溶接して枠組１００を製造し、この溶接部１０３をサンダー掛けし
て、溶接によって突出した表面のバリ等を取り除き、更に、バリの取り除いた場所や溶接
によって剥がれた塗装部分を補修塗装をし、この枠組の両側面に板材を取り付けて製造し
ていた。
【０００３】
この扉等の建具の縦フレームと横フレームとの連結部の構造としては、実公平２－４８６
２１号公報や実公平３－３７５８号公報に記載されているように複雑な形状の特殊な連結
材を使用したものが知られている。
又、扉等の建具の縦フレームと横フレームとの連結部の構造としては、実公平３－３７５
７号公報に記載されているように、複雑な形状の特殊な構造にした縦フレームと横フレー
ムを使用し、この両者をコーナー部で連結したものが知られている。
【０００４】
【発明が解決しようとする課題】
しかしながら、図４に示す扉では、縦フレーム１０１と横フレーム１０２との接合部１０
３を溶接するために、溶接工という特殊な専門工を必要とするし、溶接したり、バリ等を
取り除いたり、塗装する等の多くの工程が必要であり、生産性が悪いという問題があるし
、更に、スチール製の扉の場合には、補修塗装部分が塗装不良になり易く、錆が発生し易
いという問題がある。
【０００５】
又、前記公報記載のように、特殊な連結材や特殊なフレームを使用する扉の場合には、上
記問題がなく、極めて便利であるが、特殊な連結材やフレームを使用するために高価にな
るという問題がある。
【０００６】
そこで、本発明の目的は、フレームを溶接して製造する必要がなく、しかも、安価に製造
できる扉をの構造を提供することである。
【０００７】
【課題を解決するための手段】
本発明は上記目的を達成するためになしたものであって、縦フレームと横フレームとが矩
形状に配置され、コーナー部でこの縦フレームと横フレームとが連結材を介して連結され
た枠組と、この枠組の両側面に取り付けられた板材とからなる扉の構造であって、前記縦
フレームと横フレームは断面コ字形の長尺体であり、前記連結材は、断面が、横フレーム
または縦フレームの断面コ字形の中に内接可能なコ字形で、このコ字形のウエッブの中央
部に溝が設けられた短尺体であり、この溝は、ビスの径より若干小さい距離を隔てた両側
の壁とこの両側の壁を連結する底片と、この両側の壁がそれぞれ延長された延長壁とから
なる断面Ｈ形をしていて、コーナー部近傍の縦フレームまたは横フレームの断面コ字形の
中に連結材が、先端を横フレームまたは縦フレームの断面コ字形のフランジの長さとほぼ
等しい長さだけ突出させて、内接され、この縦フレームまたは横フレームの断面コ字形の
ウエッブから連結材の溝の両側壁の中に螺入されたビスで縦フレームまたは横フレームと
連結材とが連結され、この連結材の縦フレームまたは横フレームから突出している部分が
横フレームまたは縦フレームの断面コ字形の中に挿入されて、縦フレームまたは横フレー
ムに横フレームまたは縦フレームがほぼ直角に配置され、この横フレームまたは縦フレー
ムの断面コ字形のウエッブから連結材の溝の延長壁の間に螺入されたビスで横フレームま
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たは縦フレームと連結材とが連結されているものである。
【０００８】
（作用）
本発明の扉の構造になす一方法を示しながら作用について説明する。
即ち、本発明では、コーナー部近傍の縦フレームまたは横フレームの断面コ字形の中に連
結材が、先端を横フレームまたは縦フレームの断面コ字形のフランジの長さとほぼ等しい
長さだけ突出させて、内接され、この縦フレームまたは横フレームの断面コ字形のウエッ
ブから連結材の溝の両側壁の中に螺入されたビスで縦フレームまたは横フレームと連結材
とが連結され、この連結材の縦フレームまたは横フレームから突出している部分が横フレ
ームまたは縦フレームの断面コ字形の中に挿入されて、縦フレームまたは横フレームに横
フレームまたは縦フレームがほぼ直角に配置され、この横フレームまたは縦フレームの断
面コ字形のウエッブから連結材の溝の延長壁の間に螺入されたビスで横フレームまたは縦
フレームと連結材とが連結されている。
【０００９】
かかる構造にするには、先ず、コーナー部近傍の縦フレームまたは横フレームの断面コ字
形の中に断面コ字形の連結材を挿入して内接させる。この際、連結材の先端を横フレーム
または縦フレームの断面コ字形のフランジの長さとほぼ等しい長さだけ突出させておく。
すると、連結材は、断面が、縦フレームまたは横フレームの断面コ字形の中に内接可能な
コ字形をしている短尺体であるから、簡単に縦フレームまたは横フレームの断面コ字形の
中に連結材を内接させることができる。
【００１０】
次に、縦フレームまたは横フレームの断面コ字形のウエッブから連結材の溝の両側壁の中
にビスを螺入する。
すると、連結材には、コ字形のウエッブの中央部に溝が設けられていて、この溝は、ビス
の径より若干小さい距離を隔てた両側の壁とこの両側の壁を連結する底片とからなるから
、縦フレームまたは横フレームの断面コ字形のウエッブから連結材の中央部に設けられて
いる溝の両側壁の中にビスを螺入すると、このビスのネジ部が連結材の溝の両側壁に食い
込んで、縦フレームまたは横フレームと連結材とが強固に連結される。
【００１１】
次に、連結材の縦フレームまたは横フレームから突出している部分を横フレームまたは縦
フレームの断面コ字形の中に挿入しながら、この縦フレームまたは横フレームに横フレー
ムまたは縦フレームをほぼ直角に配置する。
すると、連結材の先端を横フレームまたは縦フレームの断面コ字形のフランジの長さとほ
ぼ等しい長さだけ突出させて、連結材が縦フレームまたは横フレームに取り付けられてい
るので、上記のようにすることが簡単にできる。
【００１２】
次に、この横フレームまたは縦フレームの断面コ字形のウエッブから連結材のウエッブに
設けられている溝の延長壁の間にビスを螺入する。
すると、この連結材の延長壁は、前記溝の両側の壁がそれぞれ延長されたものであるから
、この両側の延長壁はビスの径より若干小さい距離を隔てている。従って、横フレームま
たは縦フレームの断面コ字形のウエッブから連結材の溝の延長壁の間にビスを螺入すると
、このビスのネジ部が両側の延長壁に食い込んで、横フレームまたは縦フレームと連結材
とが強固に連結される。
【００１３】
このように、矩形状に配置された縦フレームと横フレームとを連結材を介して強固に取り
付けることができるので、従来のように、溶接する必要もない。又、縦フレーム、横フレ
ームおよび連結材は極めて簡単な構造をしているので、安価に製造できる。
【００１４】
【発明の実施の形態】
次に、本発明の実施の態様を説明する。
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図１～図３は本発明の一実施例を示すもので、図１は扉の骨格を示す正面図、図２は図１
のＡ部分を組み立てている状態を示す説明図、図３は縦フレームと横フレームを連結材を
介して連結している状態を示す説明図である。
【００１５】
図１～図３において、１は扉の骨格であり、この扉の骨格１は、縦フレーム２１と横フレ
ーム２２とが矩形状に配置され、コーナー部でこの縦フレーム２１と横フレーム２２とが
連結材３を介して連結された枠組２と、コーナー部に取り付けられた補強材４１と、把手
が取り付けられる位置に取り付けられた補強材４２とからなる。
【００１６】
そして、扉は、この枠組２の中にペーパーハニカムが挿入され、この枠組２の両側面に厚
み略０．８ｍｍの鋼板または厚み４ｍｍの合板のような木質材が取り付けられ、更に、把
手や錠等が取り付けられた玄関扉である。
【００１７】
縦フレーム２１および横フレーム２２は厚み１．６ｍｍの鋼板をコ字形に成形したフラン
ジの長さが略１８ｍｍ、ウエッブの長さが略３４．４ｍｍの長尺体である。そして、縦フ
レーム２１の端部のウエッブには取付孔２１１が２個設けられているし、横フレームの端
部のウエッブには取付孔２２１が１個設けられている。
【００１８】
連結材３は、断面が、横フレームまたは縦フレームの断面コ字形の中に内接可能なコ字形
で、このコ字形のウエッブの中央部に溝５が設けられた短尺体である。そして、この溝５
は、ビス６（Ｍ４のビス）の径より若干小さい距離を隔てた両側の壁５１、５１とこの両
側の壁５１、５１を連結する底片５２と、この両側の壁５１、５１が延長された延長壁５
３、５３とからなる断面Ｈ形をしている。
【００１９】
次に、この扉の製造方法について説明する。
先ず、図２に示すように、縦フレーム２１の端部の断面コ字形の中に連結材３を挿入して
内接させる。この際、連結材３の先端を横フレーム２２の断面コ字形のフランジの長さと
ほぼ等しい長さだけ突出させておく。
すると、連結材３は、断面が、縦フレーム２１の断面コ字形の中に内接可能なコ字形をし
ている短尺体であるから、簡単に縦フレーム２１の断面コ字形の中に連結材３を内接させ
ることができる。
【００２０】
次に、縦フレーム２１の断面コ字形のウエッブに設けられている取付孔２１１から連結材
３の断面コ字形のウエッブに設けられている溝５の両側壁５１の中にビス６（Ｍ６、長さ
１０ｍｍの皿ネジ）を螺入する。
すると、連結材３の溝５の両側壁５１、５１はビス６の径より若干小さい距離を隔てて設
けられているから、上記のようにビス６を螺入すると、このビス６のネジ部が連結材３の
溝５の両側壁５１、５１に食い込んで、縦フレーム２１と連結材３とが強固に連結される
。
【００２１】
次に、図３に示すように、連結材３の縦フレーム２１から突出している部分を横フレーム
２２の断面コ字形の中に挿入しながら、この縦フレーム２１に横フレーム２２をほぼ直角
に配置する。
すると、予め、連結材３の先端を横フレーム２２の断面コ字形のフランジの長さとほぼ等
しい長さだけ突出させて、連結材３が縦フレーム２１に取り付けられているので、上記の
ように、連結材３の縦フレーム２１から突出している部分を横フレーム２２の断面コ字形
の中に挿入しながら、この縦フレーム２１に横フレーム２２をほぼ直角に配置することが
簡単にできる。
【００２２】
次に、この横フレーム２２の断面コ字形のウエッブに設けられている取付孔２２１から連
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結材３の溝５の延長壁５３、５３の中にビス６（Ｍ６、長さ１６ｍｍの皿タッピングネジ
）を螺入する。
すると、連結材３の延長壁５３、５３は溝３の両側の壁５１、５１が延長されたものであ
るから、この両側の延長壁５３、５３は、両側壁５１、５１と同様に、ビス６の径より若
干小さい距離を隔てている。従って、横フレーム２２の取付孔２２１から連結材３の溝５
の延長壁５３、５３の間にビス６を螺入すると、このビス６のネジ部が両側の延長壁５３
、５３に食い込んで、横フレーム２２と連結材３とが強固に連結される。
【００２３】
このように、矩形状に配置された縦フレーム２１と横フレーム２２とを連結材３を介して
強固に取り付けることができるので、従来のように、溶接する必要もない。又、縦フレー
ム２１、横フレーム２２および連結材３は極めて簡単な構造をしているので、安価に製造
できる。
このようにして、コーナー部の４箇所のすべての縦フレーム２１と横フレーム２２とを連
結して枠組２を製造する。
【００２４】
その後、この枠組２に補強材４１、４２を取り付け、枠組２の中にペーパーハニカムを挿
入し、この枠組２の両側面に鋼板または木質材を取り付け、更に、把手や錠等を取り付け
ると扉が完成する。
【００２５】
【発明の効果】
本発明では、コーナー部近傍の縦フレームまたは横フレームの断面コ字形の中に連結材が
、先端を横フレームまたは縦フレームの断面コ字形のフランジの長さとほぼ等しい長さだ
け突出させて、内接され、この縦フレームまたは横フレームの断面コ字形のウエッブから
連結材の溝の両側壁の中に螺入されたビスで縦フレームまたは横フレームと連結材とが連
結され、この連結材の縦フレームまたは横フレームから突出している部分が横フレームま
たは縦フレームの断面コ字形の中に挿入されて、縦フレームまたは横フレームに横フレー
ムまたは縦フレームがほぼ直角に配置され、この横フレームまたは縦フレームの断面コ字
形のウエッブから連結材の溝の延長壁の間に螺入されたビスで横フレームまたは縦フレー
ムと連結材とが連結されているから、矩形状に配置された縦フレームと横フレームとを連
結材を介して強固に取り付けることができ、従来のように、溶接する必要もなく、極めて
便利である。
又、縦フレーム、横フレームおよび連結材は極めて簡単な構造をしているので、安価に製
造できる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の一実施例を示すもので、扉の骨格を示す正面図である。
【図２】図１のＡ部分を組み立てている状態を示す説明図である。
【図３】縦フレームと横フレームを連結材を介して連結している状態を示す説明図である
。
【図４】従来の縦フレームと横フレームの連結構造を示す説明図である。
【符号の説明】
１　　　　　扉の骨格
２　　　　　枠組
２１　　　　縦フレーム
２２　　　　横フレーム
３　　　　　連結材
５　　　　　溝
５１　　　　溝の壁
５２　　　　底片
５３　　　　延長壁
６　　　　　ビス
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